
       公 告 第 1 0 2 0 号 
          令和８年６月３０日 

 

公    告 
 
 

分任契約担当官 
陸上自衛隊健軍駐屯地 
西部方面会計隊 
業務科長  原島 貴男 

  
 
次のとおり一般競争入札を行います。 

 
１ 競争に付する事項 
(1)  件  名：高遊原（Ｒ８）４４号建物屋根補修 
(2)  規  格：仕様書のとおり 
(3)  履行場所：陸上自衛隊高遊原分屯地 
(4)  履行期間：令和８年８月１０日 
 
２ 競争に参加する者に必要な資格に関する事項 
(1)  予算決算及び会計令第７０条の規定に該当しない者であること、なお未成年者、被保

佐人又は被補助人であって、契約締結のために必要な同意を得ている者は、同条中特別
の理由がある場合に該当する。 

(2)  予算決算及び会計令第７１条の規定に該当しない者であること。 
(3) 令和７・８・９年度の防衛省競争参加資格（全省庁統一資格）九州・沖縄地域の「役

務の提供等」の「Ｄ」等級以上の資格を有するもの。または、防衛省における令和７・
８年度年度一般競争（指名競争）参加資格（以下「防衛省競争参加資格」という。）の
うち、「屋根工事」、「塗装工事」または、「防水工事」のうち「Ｃ」等級以上の格付
を受け、九州防衛局 に競争参加資格を有するもの。（競争参加資格を有する登録業者
は、資格審査結果通知書（写）を令和８年７月１０日までに提出すること。ＦＡＸ可） 

 (4) 大臣官房衛生監、防衛政策局長及び防衛装備庁長官又は陸上幕僚長から「装備品等及
び役務の調達に係る指名停止等の要領」に基づく指名停止の措置を受けている期間中の
者でないこと。 

(5) 前号により現に指名停止を受けている者と資本関係又は人的関係のある者であって、
当該者と同種の物品の売買又は製造若しくは役務請負について防衛省と契約を行おうと
する者でないこと。 

 
３ 公告の掲示場所 
  西部方面隊ホームページ（https：//www.mod.go.jp/gsdf/wae/） 
  陸上自衛隊健軍駐屯地、北熊本駐屯地、自衛隊熊本病院 
 
４ 契約条項・入札等参加者心得を示す場所  
  陸上自衛隊健軍駐屯地西部方面会計隊本部業務科契約班及び西部方面隊ホームページ 
 
５ 競争入札執行の日時場所 
 (1)  入札場所：陸上自衛隊健軍駐屯地 会計隊会議室 
 (2) 日  時：令和８年７月１５日（水) １０時３０分 
 
６ 落札決定方法 
(1) 総額（税抜き価格）が予定価格以内の最低額の入札をした者を落札者とする。ただし、

当該応札価格が予算決算及び会計令（昭和２４年勅令第１６５号）第８５条の規定によ
り契約内容に適合した履行がなされないおそれがあると認められる場合の基準を下回っ
た場合は、落札を保留し、必要な調査のうえ決定する。この場合、すべての応札者は官
側が行う調査に協力するものとする。 

(2) 全ての入札が予定価格の制限に達しない場合は、直ちに再度入札を実施する。但し、
郵便入札が含まれている場合には、後日改めて入札を実施する。 

(3) 同価の入札の場合については、抽選により決定する。 



 
７  保証金に関する事項 
(1) 入札保証金：免 除  
    ただし、落札者が契約を締結しない場合は、落札金額の１００分の５以上を違約金と

して徴収する。 
 
(2) 契約保証金：免 除 
   ただし、契約者がその契約上の義務を履行しない場合は、契約金額の１００分の 

１０以上を違約金として徴収する。 
 
８ 入札の無効 
(1) 競争入札に参加する者に必要な資格のない者が行った入札 
(2) 入札金額を訂正してある入札、及び入札書の記載事項及び押印が不明瞭なもの。 
(3) 入札参加資格者に関する条件に違反した入札 
 
９ 契約書等作成の要否 
(1) 「駐屯地用標準契約（請）書」の様式により作成提出 
(2) 適用する契約条項 

「役務請負契約条項」 
「談合等の不正行為に関する特約条項」 
「暴力団排除に関する特約条項」 

 
10 その他 
(1) 郵便による入札を可とする。 
(2) 入札書に「当社（私（個人の場合）、当団体（団体の場合））は、入札心得に定め 

る暴力団排除に関する事項について誓約します。」と余白に記入すること。 
電信電話による入札は認めない。 

(3) 送信封筒に必ず「（入札日時及び入札件名）入札書在中」の記載をし、入札期日の前
日１７時迄に必着するよう郵送（持参）し送付後、業務科契約班まで電話連絡すること。
（再度入札を含む。） 

(4) 入札に関する委任を受けた者は、入札執行前に委任状を提出すること。 
(5) 入札における消費税の取り扱い 
  ア 落札決定に当たっては、入札書に記載された金額に当該金額の消費税法に規定する

消費税率に基づく消費税に相当する額を加算した金額（当該金額に１円未満の端数が
あるときは、その端数金額を切り捨てるものとする。）をもって契約金額とするので、
入札者は、消費税に係る課税事業者であるか免税事業者であるかを問わず、見積もっ
た契約金額に消費税法に規定する消費税に基づく消費税法に相当する金額を差し引い
た金額（税抜き）を入札書に記載すること。 

イ 入札金額に非課税部分がある場合は、入札書に記載された金額のうち、対象となる
金額の備考欄にその内訳を記載すること。 

(6) 開札後、落札者に連絡する。（当日中を基準とする。） 
 
11  入札に関する事項の問合わせ先 

〒８６２－０９０１ 
熊本県熊本市東区東町１－１－１ 
陸上自衛隊健軍駐屯地 西部方面会計隊本部 業務科 契約班（担当：和田） 
ＴＥＬ ０９６－３６８－５１１１（内線３５７３） 
ＦＡＸ ０９６－３６８－３５７９ 
 

12 仕様書に関する事項の問合わせ先 
〒８６１－２２０４ 
熊本県上益城郡益城町大字小谷 1812 
陸上自衛隊高遊原分屯地 業務隊 管理科（担当：山本） 
ＴＥＬ ０９６－２３２－２１０１（内線３５２） 



入  札  書 

 

 

件 名（業務の名称） 高遊原（Ｒ８）４４号建物屋根補修 

 

 

 

 

入札金額：￥ 

 

 

 

 

上記の金額をもって入札心得書の条項を承諾の上、入札します。 

当社は、入札心得に定める暴力団排除に関する事項について誓約します。 

 

 

 

令和８年７月１５日 

 

 

 

分任契約担当官陸上自衛隊健軍駐屯地 

西部方面会計隊本部 

業務科長 原島 貴男 殿 

 

 

                 住    所    

                 商号又は名称 

                 代表者氏名                  印 

                 代理人氏名           印 

 

 

注：金額、月日等の数字は算用数字で明確に記載すること。 

  



 

委  任  状 

 

 

受任者 

 営業所名 

 役  職 

 氏  名 

 使 用 印         印 

 

 

私は上記の者を代理人と定め、下記件名の入札・見積及び契約に関する権限

を委任します。 

 

 

記 

 

 

件 名（業務の名称）： 高遊原（Ｒ８）４４号建物屋根補修 

 

 

 

 

 

委任者 

                     住    所 

                     商号又は名称 

役    職 

                     代表者氏名       印 

                               

 

 

分任契約担当官陸上自衛隊健軍駐屯地 

西部方面会計隊本部 

業務科長 原島 貴男 殿 



1

件名：高遊原（Ｒ８）４４号建物屋根補修（入札日：R8.7.15）

No 項　目 規　格 単位 数量 単　 価 金　　額

1
高遊原（Ｒ８）４４号建物屋
根補修

仕様書のとおり 式 1 ①

 (1) 仮設費 仕様書のとおり 式 1

 (2) 工事費 仕様書のとおり 式 1

 (3) 撤去費 仕様書のとおり 式 1

（4）総諸経費（共通仮設費） 仕様書のとおり 式 1

（5）総諸経費（現場管理費） 仕様書のとおり 式 1

（6）総諸経費（一般管理費） 仕様書のとおり 式 1

（7）産業廃棄物処理 仕様書のとおり 式 1

本工事を履行するのに必要な日数は、② 日です。

１　上記①②欄に、①総額及び②履行に要する日数を見積もってください。

　　（内訳(1)～(6)にそれぞれに金額を記載し工事合計金額を①に記載してください。）

２　本見積は消費税抜きの金額を記載してください。

（各項目）  別紙は部分的に金額を問い合わせている箇所です。従って、別紙の合計額と上記の

①の合計と一致しないものとして認識ください。

No 品　　　　　　　　名 規　　　　　　　　　格 単位 数量 単価 ③金額

1 高圧洗浄 仕様書のとおり ㎡

2 下地処理 工程ＲＢ種 ㎡

3 シリコーンゴム塗膜塗装 錆止め ㎡

4 シリコーンゴム塗膜塗装 耐侯防水遮熱断熱塗料　２回塗り ㎡

5 シリコーンゴム塗膜塗装 トップコート ㎡

6 シーリング 仕様書のとおり 式

7 屋根板金補修 仕様書のとおり 式

8

9

10

11

12

13

14

１ 各項目の直接工事費の③金額（税抜）を記入してください。

２ 各項目の単価・金額（税抜）には、一般管理費等を含めないでください。

〇令和８年7月１0日（金）11：00迄に、本書類の送付（FAX）のご協力をお願いします。

（連絡先）

FAX番号　    096-368-3579

Eﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ　　finhq4-wafin-wa@inet.gsdf.mod.go.jp

住　所

会社名

代表者名

市場価格調査依頼書

電話番号　   096-368-5111（内線3585）





　　作業が必要な場合は、監督官と調整の上、所定の手続きを行い実施することも可とする。

件　名

図　名

陸上自衛隊 健軍駐屯地業務隊 高遊原派遣隊

番　号

縮　尺

作成日

　　　

４　一般共通事項

　　するものとする。

仕様書

２／４

（8） 本工事の完成に際しては、当該工事に関する箇所の清掃及び片付けを実施する。

（7） 隊員もしくは部外者等に損害を与えた場合、又は施設等を破損した場合で、その原因が本工事に関わ

　　また、必要に応じて養生等の処置を行うものとする。

（6） 施工中の安全確保には十分に留意して現場管理を行うと共に、火災等の災害及び事故に注意する。

（5） 本工事に使用する材料は検査官の検査を受け、承認されたものを使用する。

 (4)　作業は原則として平日8:30～17:00とするが、進捗状況及び天候等によって土日祝日及び17:00以降の

 (5)  既存屋根の仕様及び防水施工の工法は下表による。

　　場合その他塗装に悪影響を及ぼすおそれがある場合は施工を行わない。

（4） 降雨等が予想される場合、下地の乾燥が不十分な場合、気温が著しく低下した場合、強風又は高湿の

　　既存屋根面の塗装（耐侯防水・遮熱）　　1,403㎡

高遊原（Ｒ８）４４号建物屋根補修

１　件　　名　　高遊原（Ｒ８）４４号建物屋根補修

　　事編）最新版」「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）最新版」及び関係諸法規を遵守して実施

8.6.15

既存屋根の仕様

片面カラー長尺鉄板(t=0.4㎜)

Ａ号瓦棒葺(塗装補修履歴有)

塗装施工の工法

下記のいずれかの塗装工法又は同等以上の性能をもつものとし、事前に

監督官の承認を得るものとする。

・シリコーンゴム塗膜塗装（遮熱性能を有する）

・ウレタンゴム系塗膜防水材（遮熱性能を有する）

　（参照製品　日本特殊塗料NY-SS20S）

　（参照製品　LI-BARRIST(溶剤ﾀｲﾌﾟ)）

　 ア　屋根は高圧洗浄後、ＲＢ種の下地処理を行うものとする。

　 イ　プライマー、補強材、シーリング材、仕上塗料材及び施工要領は、主材料製造所の指定によるもの

　　 とする。

　 ウ　瓦棒葺及び棟包み周辺等の段差・接合部等、その他主材料製造所が指定・推奨する箇所については

　 　シーリング等の処置を施すこと。

 (6)  防水の保証期間は１０年とし、製造者、施工者及び受注者の三者の連名による保証書を監督官に提出

　　する。

６　提出書類

 (1)  着工・完成届

 (2)  工程表（予定及び実施）

 (3)  材料搬入報告書（出荷証明書を含む）

 (4)  作業写真

 　　 着工前、各工程ごと施工中、完了後、隠ぺいとなる箇所、使用材料及び監督官の指示する箇所等を

　　撮影し、写真帳（Ａ４）に整理うえ、提出すること。

 (5)  防水保証書

 (6)  その他、監督官が指示するもの

※(1)～(3)については事前に監督官から様式を示す。

仕　様　書

２　場　　所　　熊本県上益城群益城町大字小谷１８１２　陸上自衛隊高遊原分屯地

３　概　　要

 (1)  本工事は本仕様書によるほか、国土交通省大臣官房庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書（建築工

（2） 本仕様書は、図面に記載なき事項については監督官と調整し、当然実施すべき事項は、受注者の負担

　　において実施するものとする。また、作業上軽微なもので当然必要と思われる事項についても同様とす

　　る。

（3） 受注者は契約後速やかに作業実施日の調整を監督官と行い、工程表等を提出して監督官の承認を受け

　　るものとする。

　　ると認められた場合、受注者が補償及び賠償の責を負うものとする。

（9） 本工事により発生した産業廃棄物等は、受注者の責任において駐屯地外へ搬出し、適切に処分するも

　　の負担とする。

 (10)  本工事においては、原則として電気及び工事用水の官給はないものとする。駐屯地用電力及び給水を

　　のとする。また、金属類等の発生材については、健軍駐屯地（熊本市東区東町1-1-1）内の監督官の指

　　示する場所に集積する。

　　使用する場合は監督官と調整の上、所要の手続きを実施して使用すること。使用に要した費用は受注者

（11） その他疑義が生じた場合は、監督官と調整の上実施するものとする。

５　特記事項

（1） 本作業に際し、使用材料については事前に監督官に提示の上、承認後着工すること。

 (2)  施工中も建物の使用は継続するため、安全に出入りが可能な状態にすること。また、当該建物の既存

　　設備及び周囲の建物設備・車両等には必要な養生等を行い、塗料等によるお損が発生しないよう務める

　　こと。

 (3)  屋根上での作業の際には、関係法令に基づく適切な安全管理を行う。また、飛行場施設に隣接するた

　　め、飛散物には十分に注意すること。



件　名

図　名

陸上自衛隊 健軍駐屯地業務隊 高遊原派遣隊

番　号

縮　尺

作成日
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屋根伏図　　S=1:250
件　名

図　名

陸上自衛隊 健軍駐屯地業務隊 高遊原派遣隊

番　号

縮　尺

作成日
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